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防災マップとは？

• 「防災マップ」とは、地域内の災害時に役立つものや危
険なものなどを地図上に書き込んだもの。

• 自主防災活動を進める上で、災害が発生した時に、慌
てず冷静に素早く適切な対応ができるようにするため
の重要な道具。

• 行政だけでなく自治会をはじめとした地域の皆さんの
協力・連携が大切。地域の皆さんが自分の地域内の
危険な箇所などを理解し、共有する。

参考：http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/bousai/maptukuro/pdf/mapzenpen.pdf







「防災マップづくり」の目的

• 防災マップづくりを通じて、災害に対する自
分たちの地域の特性を知ること。

• 地域の良い所、問題のある所はどこか。

• 地図に記入して、「見える化」する。



●日時：2015年5月31日（日） 13:00～16:00

●対象地区：南矢名下部第３自治会

●参加者：

・自治会

組長、防災部長など（10名）、子供会（5名）

・秦野市防災課（1名）

・東海大学

工学部土木工学科教員（2名）・学生（7名）



●スケジュール

13：00～13：30 マップ作りの説明

13：30～14：30 3班に分かれて現場調査

14：30～15：30 マップ作成

15：30～16：00 発表と講評

●班編成

1班---平内久保、平内久保第2 ＋学生２名

2班---小南、小南上1、小南上2 ＋学生２名

3班---井戸窪、金山1,2,3 ＋学生２名



避難経路：青線、高速道路：黒線、避難時に役立つもの：青、
危険個所：赤

地図に書き込む。



①ペンを使う（線あるいは範囲を書きこむ）

１．道路
・幅の狭い道路 → 赤色
・高速道路 → 黒色

２．鉄道
・小田急線 → 黒色

地図の作成方法



３．オープンスペース
・公園、学校、空地、駐車場 → 緑色

４．水系
・河川、水路 → 青色

５．危険地域
・土砂災害警戒区域、過去の災害箇所 → 茶色
・過去の浸水箇所 → 水色



②シールを貼り、コメントを書く

１．災害時に危険となる箇所
→ 赤丸シール●

（塀、屋外広告物、側溝、電柱、空家など）

危険内容や問題点を付箋紙に記入し、
シールの近くに貼り付け



２．災害救援などに関わる公的施設、病院
→ 青丸シール●

（公民館、学校、医療機関など）
内容を付箋紙に記入し、シールの近くに貼り付け

３．地域防災に役立つ施設・場所
→ 黄色シール●

（防災倉庫、井戸、コンビニ、防火水槽など）
内容を付箋紙に記入し、シールの近くに貼り付け

参考：http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~takimoto/contents/tdig/tdig1.pdf



説明および事前準備



現場調査



マップづくり



完成した地図をみて、地域の特徴を考える。

●地域の災害に対して良い所、問題のある所は何か。

●どのような避難経路が考えられるか。



１班発表



２班発表



３班発表



●感想

（住民）

地域を歩くことにより、危険個所（過去の災害
を含む）が多いことに気付いた。

（学生）

地域の方々が、熱心に防災に取り組んでい
る姿に感激した。



最後に

• 「防災マップづくり」は目的ではなく、地域によ
る自主的な活動の第一歩。

• 防災マップ（地域の特性を知る、災害時の課
題を検討）をもとに、災害発生時、発生後の
具体的な対応を考える

• 是非、防災マップをつくって、「地域防災力」を
向上しましょう！


